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AI開発をデータセントリックという視点でサポート
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2018年4月、CDP国内シェアNo.1の米国トレジャーデータ

社の日本法人にてマーケティング・シニアマネージャーに就任。

2024年4月より現職。

ビジネス本部 マーケティング部
部長 小林 広紀

自己紹介
はじめに
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FastLabelは、 『AIインフラを創造し、日本を再び「世界レベル」へ』 をパーパスとして掲げ、

Data-centric AIプラットフォームやプロフェッショナルサービスの提供を通じて、日本の社会課題解決に取り組むスタートアップです。

AIインフラを創造し、

日本を再び「世界レベル」へ

Build AI Infrastructure,
Raise World-Class Industry from Japan.

Our Purpose

社名 FastLabel株式会社 / FastLabel Inc.

代表者 鈴木健史

設立日 2020年1月23日

従業員 82名（うち役員、正社員62名）

株主 インキュベイトファンド、NTTドコモ・ベンチャーズ

MPower Partners Fund、ジャフコグループ

ジェネシアベンチャーズ、Salesforce Ventures

Sony Innovation Fund、DBJキャピタル、

パナソニッククラシイノベーションファンド、丸紅 etc

資本金 1億円

事業 AI開発プロセス全体を包括的に支援するソリューション

（AIデータプラットフォーム、プロフェッショナルサービス）

会社概要
はじめに
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2020年創業以降、AIデータ領域のリーディングカンパニーとして成長を続けています。

FastLabel創業
2020年1月

シードラウンド
6,500万円資金調達

2021年2月

2022年8月
シリーズAラウンド
4.6億円資金調達

東洋経済
「すごいベンチャー100」

2022年版選出
2022年9月

2023年1月
創業3周年パーパス制定

Forbes JAPAN
「2024年注目の日本発
スタートアップ100選」選出

2023年11月

2023年5月
AIデータプラットフォーム

『FastLabel』
利用ユーザー数
5,000人突破

2023年11月
シリーズBラウンド

11.5億円資金調達

Mizuho Innovation 
Award 受賞
2024年4月

2024年7月
新役員陣就任
経営体制の強化

「Forbes Asia 100 
TO WATCH」選出

2024年8月
2024年11月

Forbes JAPAN
「日本の起業家ランキング

みずほ賞」選出

https://forbesjapan.com/articles/detail/7521
2

沿革
はじめに
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AI開発では90%の工数が教師データ作成に費やされている現状があります。

AIの品質にはデータセントリックというアプローチが大事

90%

教師データ

10%

アルゴリズム

AI開発における実態
AI開発の課題

モデルセントリック

データセントリック
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AI開発の際、教師データをアルゴリズムに学習させる必要があり、その教師データを作成する工程を「アノテーション」と呼びます。

画像や動画などの非構造データに対してタグ付けを行い、構造化データに変換します。

教師データとは
AI開発の課題
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弊社ツールでのAD/ADAS開発向け大規模プロジェクトのアノテーション
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データ作成がAI開発においては肝になっており、Teslaの自動運転、海外のLLMベンダーにおいてもデータ作成チームを組成し

てAI開発に取り組んでおります。

Tesla - 自動運転開発 海外 - LLM開発

海外のLLMベンダーにおいて、アウトソースサービスや内製含めて200人体制
で、LLMの教師データ作成体制を抱えているとのこと

1000人の教師データ作成要員を抱えて開発を推進する意向
“We are expanding to 1000 highly skilled labelers. Emphasis 
on highly skilled. Like I said, this sounds easy, but is 
actually hard and requires talent.“

https://www.tesla.com/jp/autopilot
https://cleantechnica.com/2020/08/15/tesla-autopilot-innovation-comes-from-team-of-300-jedi-engineers-interview-with-elon-musk/

海外事例 Meta社がScaleAI社株を２兆円取得
AI開発の課題
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AIRoA加入
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FastLabelが提供するソリューション

Data-centric
AI開発を実現する
当社ソリューション群

モデル開発支援
生成AI開発
データ作成

アノテーション代行データセット提供

データコンサルティング
FastLabel

Data Factory

アノテーション代行
• あらゆる非構造化データに対応
• 弊社独自品質管理プロセスに基づき、大規模

アノテーションにおけるデリバリー品質を担保
• ドメイン知識が必要な仕様にも対応可能

ex. 医師、看護師、管理栄養士のアサイン

プロフェッショナルサービス プロダクト

モデル開発支援
• 撮影条件やアノテーションの正確性/統一性を

読み解きながらモデルの学習・評価を実施
• 評価結果から次のデータ準備に反映し、精度

向上に寄与するデータを準備

データコンサルティング
• 業務課題及び課題に対するソリューション

(AI・アプリケーション・運用)を整理
• 開発の体制案・スケジュール案を整理
• 精度課題について、データに着目して

課題の詳細を分析し、対策を立案

クラウドアプリケーション
• データセット管理
• アノテーションツール

画像、3D、動画、テキスト、音声、マルチモー
ダル

生成AI開発データ作成
• LLM/VLM向けのアノテーションサービス、

Instruction Tuningデータの作成
• マルチモーダルRAG用のデータをお客様社内

で保有しているドキュメントから作成
• LLMデータセットを販売

データセット提供
• 権利クリアかつ高品質な画像・動画・文書・音

声データを収集、販売
• ストックフォト、ストックムービーを提供
• 仕様に基づいた新規撮り下ろし

AI開発に必要不可欠なデータの準備〜活用において、「プロフェッショナルサービス」と「プロダクト」の2軸で事業を展開しています。

あらゆるデータの課題を多面的にご支援することが可能です。

おわりに
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創業以来、トップエンタープライズ企業から多数のお引き合いを頂戴し、各業界のリーディングカンパニーや国内最高峰の学術・

研究機関への豊富な支援実績があります。

自動車

大学・研究機関

製造

IT・SIer建設・インフラ

豊富な支援実績
はじめに
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ご視聴いただきありがとうございました
おわりに

生成AI開発のデータ収集・作成にお困りの際は、
ぜひご相談ください

お問い合わせはこちらから

お問い合わせはこちらから
お問い合わせはこちらから

お問い合わせはこちらから

https://fastlabel.ai/#contact
https://fastlabel.ai/
https://fastlabel.ai/#contact
https://fastlabel.ai/contact
https://fastlabel.ai/
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